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1.  21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 23,283 △1.2 △118 ― △88 ― △667 ―

20年3月期 23,556 △2.7 78 △89.0 101 △87.9 △18 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 △110.78 ― △4.1 △0.4 △0.5

20年3月期 △2.87 ― △0.1 0.4 0.3

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  ―百万円 20年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 22,754 15,512 68.2 2,574.88
20年3月期 23,350 16,693 71.5 2,770.82

（参考） 自己資本  21年3月期  15,512百万円 20年3月期  16,693百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 675 △458 △318 3,971
20年3月期 210 △479 △1,006 4,073

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― 20.00 ― 30.00 50.00 315 ― 1.8
21年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00 240 ― 1.5

22年3月期 
（予想）

― 5.00 ― 10.00 15.00 ―

3.  22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

10,500 △6.7 △370 ― △350 ― △380 ― △63.07

通期 22,300 △4.2 △200 ― △190 ― △260 ― △43.16
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、18ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

(注) 1株当たり当期純利益 (連結) の算定の基礎となる株式数については、24ページ「1株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期 7,611,000株 20年3月期 7,611,000株

② 期末自己株式数 21年3月期 1,586,419株 20年3月期 1,586,233株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年3月期の個別業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 22,479 △0.6 △224 ― △142 ― △645 ―

20年3月期 22,620 △2.9 68 △90.0 124 △84.9 △133 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

21年3月期 △107.21 ―

20年3月期 △20.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 21,965 15,221 69.3 2,526.55
20年3月期 22,537 16,380 72.7 2,718.88

（参考） 自己資本 21年3月期  15,221百万円 20年3月期  16,380百万円

2.  22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。 
実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

10,100 △6.9 △390 ― △310 ― △330 ― △54.78

通期 21,500 △4.4 △260 ― △180 ― △230 ― △38.18
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当連結会計年度におけるわが国経済は、アメリカの金融危機に端を発した世界的な金融、経済不安

の影響を受け、急速に景気の悪化が進みました。 

企業収益減少の影響で設備投資が低迷したことに加え、当企業グループの業績に大きな影響を与え

る住宅投資においても、景気の後退による雇用環境の悪化などにより投資への意欲が低下いたしまし

た。改正建築基準法の影響で大幅な減少となった平成19年度の新設住宅着工戸数1,035千戸に対して

いったんは回復の兆しが見えたものの、年末以降は再び前年実績を下回る状況となり、平成20年度の

新設住宅着工戸数が1,039千戸とわずか0.3%の増加にとどまったことで、引き続き大変厳しい経営環

境となりました。 

当企業グループにおいては、地球環境保護への意識が高まる中、エネルギー消費効率の良いLED照

明器具をはじめとする新製品を多数発売し、積極的に拡販を図ってまいりましたが、住宅ほか建設投

資の低迷の影響を受けた結果、売上高は23,283百万円と前年同期に比べ1.2%の減収となりました。 

損益面では減収による売上総利益の減少のほか、市場競争の激化や原材料価格の高騰により売上原

価率が上昇したことで、営業損失118百万円（前年同期 営業利益78百万円）、経常損失は88百万円

（前年同期 経常利益101百万円）となりました。また、当社及び連結子会社が計上しておりました繰

延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、当社及び一部の連結子会社の繰延税金資産を取崩す

こととし、法人税等調整額を484百万円計上したことにより、当期純損失は667百万円（前年同期 当

期純損失18百万円）となりました。 

なお、当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等類似性から判断して、同

種・同系列の各種照明器具を専ら製造販売しておりますので、事業のセグメントごとの業績を金額あ

るいは数量で記載しておりません。従いまして、業種につきましては機種別の分類区分ごとに金額を

記載することとしており、所在地別セグメントにつきましては、全セグメントの売上高の合計額に占

める「本邦」の割合が90%を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

機種別の業績は、次のとおりであります。 

白熱灯照明器具につきましては、地球温暖化防止の観点から白熱灯から蛍光灯やLED器具への切り

替わりが進み、当企業グループにおきましても白熱灯照明器具の取り扱いを縮小してまいりました。 

この結果、売上高は前年同期に比べ13.1%減の6,235百万円となりました。 

蛍光灯照明器具につきましては、上述の通り白熱灯照明器具からのシフトが進みました。特にダウ

ンライトは電球形蛍光灯を搭載したタイプが大幅に伸長しましたが、建設投資の低迷から全体として

は大幅な増収までには至りませんでした。 

この結果、売上高は前年同期に比べ2.4%増の12,884百万円となりました。 

高圧放電灯照明器具・その他につきましては、省エネ・防犯に効果のあるセンサユニット、消防法

の改正により設置が義務付けられた住宅用火災警報器の販売が好調であったほか、LED照明器具の販

売が大きく伸長いたしました。 

特にLED照明器具につきましては、平成20年６月に多数の新製品を発売するとともに10月、11月に

もLEDダウンライトシリーズを発売し、積極展開を進めました。 

この結果、売上高は前年同期に比べ9.7%増の4,164百万円となりました。 

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析

① 当期の経営成績

（白熱灯照明器具）

（蛍光灯照明器具）

（高圧放電灯照明器具・その他）
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次期の見通しにつきましては、わが国の景気は最悪期を脱したと言われているものの、年明けから

の新設住宅着工戸数が前年実績を大きく割り込んでいる状況の中、当面は非常に厳しい経営環境が続

くものと予想しております。 

このような環境の中、当企業グループにおいてはストック市場に対し、省エネ効果の高い照明器具

の提案によってリニューアルの促進を図る所存です。 

大きな需要の伸びが期待されるLED照明器具につきましては、平成21年５月発行の新カタログにお

いて新製品を大幅に拡充し積極展開してまいります。 

以上により次期の業績につきましては売上高22,300百万円、営業損失200百万円、経常損失190百万

円、当期純損失260百万円を見込んでおります。 

  

当連結会計年度における資産につきましては、商品及び製品の増加に対しまして、受取手形及び売

掛金や減価償却費による有形固定資産の減少に加え投資有価証券の市場価格低下による減少等によ

り、前年同期に比べ595百万円(2.5％減)減少し22,754百万円となりました。負債につきましては、支

払手形及び買掛金の増加等により前年同期と比べ585百万円(8.8％増)増加し7,242百万円となりまし

た。純資産につきましては、当期純損失の計上及び剰余金の配当等により、前年同期と比べ1,180百

万円(7.1％減)減少し15,512百万円となりました。この結果、当連結会計年度における自己資本比率

は前年同期と比べ3.3ポイント悪化し68.2％となりました。 

当連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、営業活動に

より675百万円増加し、投資活動により458百万円減少し、財務活動により318百万円減少いたしまし

た。この結果、資金は101百万円の減少となり、当連結会計年度末残高は3,971百万円(前年同期比

2.5％減)となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得た資金は675百万円(前年同期比221.3％増)となりました。この主な要因は、減価

償却費649百万円及び売上債権の減少358百万円と仕入債務の増加445百万円による資金の増加に対

し、景気後退による売上悪化により、たな卸資産が611百万円増加したこと等による資金の減少によ

るものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果支出した資金は458百万円(前年同期比4.5％減)となりました。この主な要因は、金

型等の有形固定資産の取得による支出388百万円及び人事給与システム導入等の無形固定資産の取得

による支出73百万円があったこと等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果支出した資金は318百万円(前年同期比68.3％減)となりました。この主な要因は、

配当金の支払による支出301百万円があったこと等によるものです。 

② 次期の見通し

(2) 財政状態に関する分析

① 資産・負債・資本の状況

② キャッシュ・フローの状況
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

(注1) いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

(注2) 株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

(注3) キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。 

(注4) 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としていま

す。 

  

当社は、株主への利益還元を経営の重要課題の一つとして認識し、長期的かつ安定的な配当を行うこ

とを基本としつつ、経営基盤の強化と今後の事業展開を勘案した上で業績に対応した配当を行うことと

しております。 

当期につきましては、損失を計上することとなりましたが、「平成21年３月期 配当予想の修正に関

するお知らせ」（平成20年10月31日開示）にて開示を行ったとおり、期末配当20円を実施し、中間配当

20円を加え、年間１株当たり40円とさせていただきます。 

次期の配当につきましては、業績予想等を勘案し、中間配当５円、期末配当10円、年間配当金として

１株当たり15円を予定しております。 

なお、内部留保の使途につきましては、今後の事業展開への備えと研究開発費として投入していくこ

ととしております。 

  

最近の有価証券報告書(平成20年６月30日提出)における「事業等のリスク」から重要な変更がないた

め開示を省略しております。 

  

第66期
平成17年3月期

第67期
平成18年3月期

第68期
平成19年3月期

第69期
平成20年3月期

第70期
平成21年3月期

自己資本比率 68.3％ 72.5％ 70.2％ 71.5％ 68.2％

時価ベースの自己資本比率 35.9％ 47.6％ 38.9％ 21.4％ 14.3％

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

0.2年 0.1年 0.1年 0.2年 0.1年

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ

104.9倍 60.8倍 143.4倍 23.1倍 349.4倍

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

(4) 事業等のリスク
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最近の有価証券報告書(平成20年６月30日提出)における「事業の系統図（事業の内容）」及び「関係

会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略しております。 

  

平成19年３月期決算短信(平成19年５月17日開示)により開示を行った内容から重要な変更がないため

開示を省略しております。 

当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

（当社ホームページ） 

http://www.odelic.co.jp/ 

（ジャスダック証券取引所ホームページ(JASDAQインターネット開示システム)） 

http://jds.jasdaq.co.jp/tekiji/ 

2. 企業集団の状況

3. 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針、(2) 目標とする経営指標、(3) 中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処す

べき課題
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4.【連結財務諸表】

(1)【連結財務諸表】 

(単位：千円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 ※1 4,374,506 4,272,858 

受取手形及び売掛金 4,501,431 4,142,711 

たな卸資産 3,901,718 － 

商品及び製品 － 3,835,841 

仕掛品 － 179,334 

原材料及び貯蔵品 － 498,497 

繰延税金資産 185,139 40,124 

その他 287,469 260,764 

貸倒引当金 △5,737 △5,100 

流動資産合計 13,244,528 13,225,031 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 ※1 10,761,798 ※1 10,814,194 

減価償却累計額 △5,846,200 △6,145,628 

建物及び構築物（純額） 4,915,598 4,668,566 

機械装置及び運搬具 2,037,282 2,042,970 

減価償却累計額 △1,794,558 △1,841,100 

機械装置及び運搬具（純額） 242,724 201,869 

土地 ※1 2,098,147 ※1 2,098,147 

リース資産 － 85,078 

減価償却累計額 － △13,478 

リース資産（純額） － 71,599 

建設仮勘定 40,285 269 

その他 2,694,480 2,810,740 

減価償却累計額 △2,395,243 △2,537,061 

その他（純額） 299,236 273,678 

有形固定資産合計 7,595,991 7,314,131 

無形固定資産 

その他 1,099,676 1,155,279 

無形固定資産合計 1,099,676 1,155,279 

投資その他の資産 

投資有価証券 1,024,758 750,696 

繰延税金資産 124,839 56,124 

その他 266,859 258,982 

貸倒引当金 △6,544 △5,312 

投資その他の資産合計 1,409,913 1,060,491 

固定資産合計 10,105,581 9,529,902 

資産合計 23,350,109 22,754,933 
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(単位：千円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 4,054,265 4,503,415 

短期借入金 ※1 11,124 ※1 4,960 

リース債務 － 17,866 

未払法人税等 50,789 79,614 

賞与引当金 294,370 279,997 

役員賞与引当金 2,000 － 

その他 1,059,914 811,268 

流動負債合計 5,472,463 5,697,122 

固定負債 

長期借入金 ※1 33,805 ※1 36,914 

リース債務 － 57,312 

繰延税金負債 － 231,359 

退職給付引当金 293,988 309,055 

役員退職慰労引当金 108,598 117,503 

その他 747,727 793,078 

固定負債合計 1,184,119 1,545,223 

負債合計 6,656,582 7,242,346 

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,105,500 3,105,500 

資本剰余金 2,890,655 2,890,655 

利益剰余金 11,973,556 11,004,902 

自己株式 △1,393,033 △1,393,166 

株主資本合計 16,576,678 15,607,891 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 116,849 △95,303 

評価・換算差額等合計 116,849 △95,303 

純資産合計 16,693,527 15,512,587 

負債純資産合計 23,350,109 22,754,933 
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(2)【連結損益計算書】 

(単位：千円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

売上高 23,556,718 23,283,982 

売上原価 14,890,073 14,763,729 

売上総利益 8,666,644 8,520,252 

販売費及び一般管理費 ※1 8,588,200 ※1 8,639,085 

営業利益又は営業損失（△） 78,444 △118,832 

営業外収益 

受取利息 6,947 7,294 

受取配当金 22,348 26,455 

受取賃貸料 4,560 9,866 

その他 20,186 25,298 

営業外収益合計 54,042 68,913 

営業外費用 

支払利息 9,174 8,556 

投資事業組合運用損 1,906 4,979 

デリバティブ評価損 10,010 15,484 

その他 10,249 9,807 

営業外費用合計 31,340 38,828 

経常利益又は経常損失（△） 101,147 △88,747 

特別利益 

投資有価証券売却益 10,214 1,664 

貸倒引当金戻入額 2,410 409 

退職給付制度一部終了益 545,363 － 

特別利益合計 557,988 2,073 

特別損失 

固定資産売却損 ※2 7,489 － 

固定資産除却損 ※3 80,946 ※3 9,373 

投資有価証券評価損 46,298 104 

のれん償却額 108,869 － 

リース解約損 17,303 － 

減損損失 － ※4 4,743 

過年度退職給付費用 ※5 23,282 － 

過年度役員退職慰労引当金繰入額 94,865 － 

特別損失合計 379,054 14,221 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失
（△） 

280,081 △100,894 

法人税、住民税及び事業税 64,444 82,472 

法人税等調整額 234,377 484,050 

法人税等合計 298,822 566,523 

当期純損失（△） △18,740 △667,418 
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(3)【連結株主資本等変動計算書】 

(単位：千円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本 

資本金 

前期末残高 3,105,500 3,105,500 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 3,105,500 3,105,500 

資本剰余金 

前期末残高 2,890,655 2,890,655 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 2,890,655 2,890,655 

利益剰余金 

前期末残高 12,361,570 11,973,556 

当期変動額 

剰余金の配当 △369,273 △301,235 

当期純損失（△） △18,740 △667,418 

当期変動額合計 △388,014 △968,653 

当期末残高 11,973,556 11,004,902 

自己株式 

前期末残高 △775,347 △1,393,033 

当期変動額 

自己株式の取得 △617,685 △132 

当期変動額合計 △617,685 △132 

当期末残高 △1,393,033 △1,393,166 

株主資本合計 

前期末残高 17,582,378 16,576,678 

当期変動額 

剰余金の配当 △369,273 △301,235 

当期純損失（△） △18,740 △667,418 

自己株式の取得 △617,685 △132 

当期変動額合計 △1,005,700 △968,786 

当期末残高 16,576,678 15,607,891 

オーデリック㈱（6889）平成21年3月期決算短信

10



  

 
(単位：千円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 348,532 116,849 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△231,683 △212,152 

当期変動額合計 △231,683 △212,152 

当期末残高 116,849 △95,303 

評価・換算差額等合計 

前期末残高 348,532 116,849 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△231,683 △212,152 

当期変動額合計 △231,683 △212,152 

当期末残高 116,849 △95,303 

純資産合計 

前期末残高 17,930,911 16,693,527 

当期変動額 

剰余金の配当 △369,273 △301,235 

当期純損失（△） △18,740 △667,418 

自己株式の取得 △617,685 △132 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △231,683 △212,152 

当期変動額合計 △1,237,383 △1,180,939 

当期末残高 16,693,527 15,512,587 
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(4)【連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△） 

280,081 △100,894 

減価償却費 614,897 649,464 

減損損失 － 4,743 

のれん償却額 163,303 － 

受取利息及び受取配当金 △29,295 △33,749 

支払利息 9,174 8,556 

固定資産売却損益（△は益） 7,489 － 

固定資産除却損 80,946 9,373 

投資有価証券売却損益（△は益） △10,214 △1,664 

投資有価証券評価損益（△は益） 46,298 104 

デリバティブ評価損益（△は益） 10,010 15,484 

売上債権の増減額（△は増加） 689,407 358,719 

たな卸資産の増減額（△は増加） △520,182 △611,954 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23,183 △1,868 

仕入債務の増減額（△は減少） 194,234 445,217 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,177,058 15,066 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,000 △2,000 

その他 141,182 △59,386 

小計 463,090 695,212 

利息及び配当金の受取額 29,192 33,629 

利息の支払額 △9,079 △1,932 

法人税等の支払額 △273,026 △51,674 

営業活動によるキャッシュ・フロー 210,177 675,235 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の払戻による収入 － 1,002 

定期預金の預入による支出 － △1,000 

有形固定資産の取得による支出 △234,768 △388,577 

無形固定資産の取得による支出 － △73,635 

投資有価証券の取得による支出 △554,185 － 

投資有価証券の売却による収入 308,130 1,664 

その他 1,264 2,500 

投資活動によるキャッシュ・フロー △479,559 △458,045 
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(単位：千円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

社債の償還による支出 △7,500 － 

長期借入れによる収入 － 43,000 

長期借入金の返済による支出 △12,182 △46,055 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △14,067 

配当金の支払額 △369,105 △301,579 

自己株式の取得による支出 △617,685 △132 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,006,473 △318,835 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,275,855 △101,644 

現金及び現金同等物の期首残高 5,349,358 4,073,503 

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 4,073,503 ※1 3,971,858 
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該当事項はありません。 

  

  

 

(5)【継続企業の前提に関する注記】

(6)【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１ 連結の範囲に関する事項 １ 連結の範囲に関する事項

 (1) 連結子会社の数 ４社 

   連結子会社の名称 

    ㈱日本ライティング 

    オーデリック貿易㈱ 

    アルモテクノス㈱ 

    山形オーデリック㈱

 (1) 連結子会社の数 ４社 

   連結子会社の名称

同左

 (2) 非連結子会社

   非連結子会社はありません。

 (2) 非連結子会社

同左

２ 持分法の適用に関する事項

非連結子会社及び関連会社がないため、持分法は

適用しておりません。

２ 持分法の適用に関する事項

同左

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社４社の事業年度末日と連結決算日は一

致しております。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

同左

４ 会計処理基準に関する事項 ４ 会計処理基準に関する事項

 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

  ① 有価証券

 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

  ① 有価証券

    その他有価証券

     時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法(評価

差額は、全部純資産直入法により処理し、

売却原価は、移動平均法により算定)

    その他有価証券

     時価のあるもの

同左

     時価のないもの

移動平均法による原価法

     時価のないもの

同左

  ② デリバティブ

     時価法

  ② デリバティブ   

同左

  ③ たな卸資産

主として先入先出法による原価法であります。

  ③ たな卸資産

主として先入先出法による原価法(貸借対照表

価額は収益性の低下による簿価切下げの方法)

により算定しております。

(会計方針の変更) 

当連結会計年度より、「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７

月５日公表分)を適用しております。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べ

て、売上総利益が6,452千円減少し、営業損

失、経常損失及び税金等調整前当期純損失は、

6,452千円それぞれ増加しております。
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前連結会計年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 (2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法  (2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

 

  ① 有形固定資産

建物(建物附属設備を除く)は定額法、建物以外

については定率法を採用しております。ただ

し、当社の山形工場及び山形物流センターにつ

いては定額法を採用しております。

なお、主な資産の耐用年数は、次のとおりであ

ります。

建物及び構築物 ３年～50年

(建物附属設備を除く)

機械装置及び運搬具 ２年～17年

   (会計方針の変更)

法人税法の改正((所得税法等の一部を改正する

法律 平成19年３月30日 法律第６号)及び(法

人税法施行令の一部を改正する政令 平成19年

３月30日 政令第83号))に伴い、平成19年４月

１日以降に取得したものについては、改正後の

法人税法に基づく方法に変更しております。 

当該変更に伴い、売上総利益が7,535千円、営

業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益

が12,765千円それぞれ減少しております。

   (追加情報)

当連結会計年度から平成19年３月31日以前に取

得したものについては、償却可能限度額まで償

却が終了した翌連結会計年度から５年間で均等

償却する方法によっております。 

当該変更に伴い、売上総利益が23,454千円、営

業利益が31,767千円、経常利益及び税金等調整

前当期純利益が31,930千円それぞれ減少してお

ります。

 

  ① 有形固定資産(リース資産を除く)

建物(建物附属設備を除く)は定額法、建物以外

については定率法を採用しております。ただ

し、当社の山形工場及び山形物流センターにつ

いては定額法を採用しております。

なお、主な資産の耐用年数は、次のとおりであ

ります。

建物及び構築物 ３年～50年

(建物附属設備を除く)

機械装置及び運搬具 ２年～９年

また、平成19年３月31日以前に取得したものに

ついては、償却可能限度額まで償却が終了した

翌連結会計年度から５年間で均等償却する方法

によっております。

   (追加情報)

当社及び連結子会社は、当連結会計年度から、

機械装置の耐用年数については法人税法の改正

を契機として見直しを行い、一部の資産につい

て耐用年数を短縮して減価償却費を算定する方

法に変更しております。 

この変更に伴い、売上総利益が15,295千円減少

し、営業損失、経常損失及び税金等調整前当期

純損失は、19,072千円それぞれ増加しておりま

す。

  ② 無形固定資産

    定額法を採用しております。

ただし、ソフトウェア(自社利用分)について

は、社内における利用可能期間(５年)に基づく

定額法を採用しております。

  ② 無形固定資産(リース資産を除く)

同左

  ③      ――――――   ③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とし

て算定する方法によっております。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開

始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっております。
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前連結会計年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 (3) 重要な引当金の計上基準

  ① 貸倒引当金

債権の貸倒れに備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討し、回収

不能見込額を計上しております。

 (3) 重要な引当金の計上基準

  ① 貸倒引当金

同左

  ② 賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額

の当連結会計年度負担額を計上しております。

  ② 賞与引当金

同左

  ③ 役員賞与引当金

    役員に対して支給する賞与の支出に充てるた

め、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合

う分を計上しております。

  ③ 役員賞与引当金

    役員に対して支給する賞与の支出に充てるた

め、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合

う分を計上しております。

    なお、当連結会計年度については、支給見込額

がありませんので計上しておりません。

  ④ 退職給付引当金

    従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年

度末における退職給付債務及び年金資産の見込

額に基づき計上しております。

    数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時

における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数(12年)による定額法により按分した額を

それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理す

ることとしております。

  ④ 退職給付引当金

    従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年

度末における退職給付債務及び年金資産の見込

額に基づき計上しております。

    数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時

における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数(12年)による定額法により按分した額を

それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理す

ることとしております。

   (追加情報)

当社及び一部の連結子会社は、平成19年４月１

日より従来の退職給付制度を改定し新たに退職

一時金制度及び確定給付企業年金と確定拠出年

金を組み合わせた退職給付制度に移行し、「退

職給付制度間の移行等に関する会計処理」(企

業家計基準適用指針第１号)を適用しておりま

す。本移行に伴う影響額は、特別利益として

545,363千円計上しております。

  ⑤ 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えて、当社及び連

結子会社の一部は役員退職慰労金規程に基づく

期末要支給額を計上しております。

  ⑤ 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えて、当社及び連

結子会社の一部は役員退職慰労金規程に基づく

期末要支給額を計上しております。
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前連結会計年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

   (会計方針の変更)

当社及び一部の連結子会社の役員退職慰労金

は、従来、支出時の費用として処理しておりま

したが、当連結会計年度より内規に基づく要支

給額を役員退職慰労引当金として計上する方法

に変更いたしました。 

この変更は、「租税特別措置法上の準備金及び

特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰

労引当金等に関する監査上の取扱い」(日本公

認会計士協会 監査・保証実務委員会報告第42

号 平成19年４月13日)が公表されたことを踏

まえ、役員退職慰労金の将来の支給時における

一時的な費用負担を回避し、役員の在任期間に

わたり合理的に費用を期間配分することによ

り、期間損益計算の適正化及び財務内容の健全

化を図るために行ったものであります。 

この変更により、当連結会計年度発生額13,733

千円は販売費及び一般管理費へ、過年度相当額

94,865千円は特別損失に計上しております。 

この結果、従来の方法と比べ、営業利益及び経

常利益は13,733千円、税金等調整前当期純利益

は108,598千円それぞれ減少しております。

 (4) 重要なリース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認められ

るもの以外のファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっております。

 (4)       ――――――

 (5) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

   消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式

によっております。

 (5) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

   消費税等の会計処理

同左

５ 連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価は、全面時価評

価法によっております。

５ 連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項

同左

６ のれん及び負ののれん償却に関する事項

のれんは、５年間で均等償却しております。

６        ――――――

７ 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現

金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し

可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価

値の変動について僅少なリスクしか負わない取得

日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資

からなります。

７ 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

同左
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(7)【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

―――――― (リース取引に関する会計基準等）
 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、
従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって
おりましたが、当連結会計年度より、「リース取引に関
する会計基準」(企業会計基準第13号（平成５年６月17
日(企業審議会第一部会)、平成19年３月30日改正)及び
「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計
基準適用指針第16号(平成６年１月18日（日本公認会計
士協会 会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))を
適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっておりま
す。 
 なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の
所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引
き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に
よっております。 
 この結果、リース資産が有形固定資産に71,599千円計
上されております。なお、この変更による損益に与える
影響はありません。

【表示方法の変更】

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

―――――― (連結貸借対照表）
 財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令(平成20
年８月７日内閣府令第50号)が適用となることに伴い、
前連結会計年度において、「たな卸資産」として掲記さ
れたものは、当連結会計年度から「商品及び製品」「仕
掛品」「原材料及び貯蔵品」に区分掲記しております。 
 なお、前連結会計年度の「たな卸資産」に含まれる
「商品及び製品」「仕掛品」「原材料及び貯蔵品」は、
それぞれ3,273,172千円、159,322千円、469,223千円で
あります。

(8)【連結財務諸表に関する注記事項】

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度 
(平成20年３月31日)

当連結会計年度 
(平成21年３月31日)

 

 

※１ 担保に供している資産及びこれに対応する債務は

次のとおりであります。

担保提供資産

定期預金 1,002千円

建物 25,282千円

土地 58,128千円

計 84,413千円

上記に対応する債務

短期借入金(１年内返済予定
の長期借入金)

2,916千円

長期借入金 16,006千円

計 18,922千円

 

 

※１ 担保に供している資産及びこれに対応する債務は

次のとおりであります。

担保提供資産

建物 24,297千円

土地 58,128千円

計 82,425千円

上記に対応する債務
短期借入金(１年内返済予定
の長期借入金)

4,296千円

長期借入金 36,914千円

計 41,210千円

 

 ２ 保証債務

   次のとおり従業員の銀行借入に対し保証を行って

おります。

従業員 29,194千円
 

 ２ 保証債務

   次のとおり従業員の銀行借入に対し保証を行って

おります。

従業員 23,232千円
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(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運送費 1,384,238千円

広告宣伝費 697,672千円

給料及び諸手当 2,837,813千円

業務委託費 267,044千円

賞与 402,934千円

賞与引当金繰入額 229,863千円

役員賞与引当金繰入額 2,000千円

退職給付費用 160,106千円

役員退職慰労引当金繰入額 13,733千円

法定福利費 499,502千円

減価償却費 292,601千円

貸倒引当金繰入額 2,460千円

支払賃借料 259,967千円

販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費は

625,034千円であります。 

なお、当期製造費用に含まれる研究開発費はあり

ません。

 

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運送費 1,368,212千円

広告宣伝費 814,173千円

給料及び諸手当 2,868,050千円

業務委託費 284,448千円

賞与 402,453千円

賞与引当金繰入額 217,816千円

退職給付費用 221,443千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,624千円

法定福利費 512,051千円

減価償却費 310,715千円

支払賃借料 256,599千円

販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費は   

633,023千円であります。 

なお、当期製造費用に含まれる研究開発費はあり

ません。

※２ 固定資産売却損の内訳は、電話加入権でありま

す。

※２     ――――――

 

※３ 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

建物 1,584千円

車輌運搬具 169千円

工具器具備品 7,871千円

ソフトウェア 71,321千円

計 80,946千円
 

※３ 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

建物及び構築物 59千円

機械装置及び運搬具 1,611千円

工具器具備品 7,703千円

計 9,373千円

※４     ――――――

 

※４ 当社グループは、以下の資産について減損損失を

計上いたしました。

用途 種類 場所

遊休資産 電話加入権
当社 
各事業所

当社グループは、営業所及び工場の区分を基準と

して資産のグルーピングを行っておりますが、遊

休資産については独立したキャッシュ・フローを

生み出す単位としてそれぞれグルーピングしてお

ります。 

上記電話加入権は、今後も使用の目途が立たない

ことから、当連結会計年度において回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失4,743千円と

して計上しております。 

なお、回収可能価額は市場価格等に基づく正味売

却価額によっております。

※５ 過年度退職給付費用は、臨時従業員に対する退職

餞別金について重要性が増してきたため、当連結

会計年度より退職給付引当金の対象としたことに

伴うものであります。

※５     ―――――― 
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(変動事由の概要)  

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の買取りによる増加 323株 

 会社法第165条第２項の規定による定款の定めに基づく自己株式の取得 689,000株 
  

 
  

 
  

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 7,611,000 ― ― 7,611,000

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 896,910 689,323 ― 1,586,233

３ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり配当額 

(円)
基準日 効力発生日

平成19年６月28日 
定時株主総会

普通株式 234,993 35.00 平成19年３月31日 平成19年６月29日

平成19年11月15日 
取締役会

普通株式 134,280 20.00 平成19年９月30日 平成19年12月７日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 180,743 30.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日
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(変動事由の概要)  

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の買取りによる増加 186株 
  

 
  

 
  

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 7,611,000 ― ― 7,611,000

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 1,586,233 186 ― 1,586,419

３ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり配当額 

(円)
基準日 効力発生日

平成20年６月27日 
定時株主総会

普通株式 180,743 30.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日

平成20年11月７日 
取締役会

普通株式 120,492 20.00 平成20年９月30日 平成20年12月10日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 120,491 20.00 平成21年３月31日 平成21年６月29日
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当社企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまし

て、同種・同系列の各種照明器具を専ら製造販売しておりますので、事業の種類別セグメント情報

は記載しておりません。 

  

当社企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまし

て、同種・同系列の各種照明器具を専ら製造販売しておりますので、事業の種類別セグメント情報

は記載しておりません。 

  

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合が

90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合が

90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目との関係

現金及び預金 4,374,506千円

預入期間３か月超の定期預金 △301,002千円

現金及び現金同等物 4,073,503千円
 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目との関係

現金及び預金 4,272,858千円

預入期間３か月超の定期預金 △301,000千円

現金及び現金同等物 3,971,858千円

(セグメント情報)

１ 事業の種類別セグメント情報

 前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

 当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

２ 所在地別セグメント情報

 前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

 当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

３ 海外売上高

 前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)
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リース取引関係、関連当事者情報、税効果会計関係、有価証券関係、デリバティブ取引関係、退職

給付関係、ストックオプション等関係に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性

が大きくないと考えられるため開示を省略します。 

  

該当事項はありません。 

(開示の省略)

(企業結合等関係)
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(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

 
  

２ １株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

 
  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 2,770.82円 １株当たり純資産額 2,574.88円

１株当たり当期純損失 2.87円 １株当たり当期純損失 110.78円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、当期純損失を計上しているため記載しておりませ

ん。

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、当期純損失を計上しているため記載しておりませ

ん。

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 16,693,527千円 15,512,587千円

普通株式に係る純資産額 16,693,527千円 15,512,587千円

普通株式の発行済株式数 7,611,000株 7,611,000株

普通株式の自己株式数 1,586,233株 1,586,419株

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数

6,024,767株 6,024,581株

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

連結損益計算書上の当期純損失 18,740千円 667,418千円

普通株式に係る当期純損失 18,740千円 667,418千円

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式の期中平均株式数 6,535,123株 6,024,674株

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用
いられた普通株式増加数の内訳

 新株予約権 ― ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株
式の概要

新株予約権 
株主総会の特別決議日 
平成16年６月29日 
(新株予約権600個)

新株予約権 
株主総会の特別決議日 
平成16年６月29日 
(新株予約権600個)

(重要な後発事象)

前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)
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5.【個別財務諸表】

(1)【貸借対照表】 

(単位：千円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 3,651,597 3,526,944 

受取手形 709,415 673,939 

売掛金 ※1 3,753,816 ※1 3,475,510 

製品 2,176,712 － 

商品 1,037,234 － 

商品及び製品 － 3,735,821 

原材料 404,811 － 

仕掛品 147,816 174,195 

貯蔵品 39,011 － 

原材料及び貯蔵品 － 464,061 

前渡金 7,029 93 

前払費用 185,183 196,084 

繰延税金資産 146,377 － 

その他 76,820 71,356 

貸倒引当金 △1,340 △1,250 

流動資産合計 12,334,485 12,316,758 

固定資産 

有形固定資産 

建物 10,245,459 10,296,976 

減価償却累計額 △5,462,821 △5,741,931 

建物（純額） 4,782,637 4,555,044 

構築物 437,817 438,697 

減価償却累計額 △346,398 △362,768 

構築物（純額） 91,418 75,928 

機械及び装置 1,890,490 1,893,470 

減価償却累計額 △1,663,493 △1,704,896 

機械及び装置（純額） 226,996 188,574 

車両運搬具 75,680 75,680 

減価償却累計額 △65,272 △68,776 

車両運搬具（純額） 10,407 6,904 

工具、器具及び備品 2,655,460 2,772,843 

減価償却累計額 △2,360,468 △2,502,352 

工具、器具及び備品（純額） 294,992 270,491 

土地 2,040,018 2,040,018 

リース資産 － 84,156 

減価償却累計額 － △13,294 

リース資産（純額） － 70,861 

建設仮勘定 40,285 269 
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(単位：千円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

有形固定資産合計 7,486,757 7,208,093 

無形固定資産 

借地権 1,047,712 1,047,712 

ソフトウエア 28,105 53,573 

ソフトウエア仮勘定 － 35,250 

電話加入権 18,196 13,453 

水道施設利用権 428 245 

無形固定資産合計 1,094,442 1,150,234 

投資その他の資産 

投資有価証券 1,022,900 749,327 

関係会社株式 263,326 263,326 

出資金 12,130 12,130 

関係会社長期貸付金 74,200 55,600 

破産更生債権等 6,628 5,442 

長期前払費用 24,920 30,256 

繰延税金資産 31,934 － 

長期預け金 17,874 17,874 

会員権 23,450 23,450 

敷金及び保証金 150,353 138,409 

貸倒引当金 △6,273 △5,312 

投資その他の資産合計 1,621,444 1,290,503 

固定資産合計 10,202,644 9,648,832 

資産合計 22,537,130 21,965,591 

負債の部 

流動負債 

支払手形 247,884 233,811 

買掛金 ※1 3,675,203 ※1 4,146,562 

リース債務 － 17,672 

未払金 173,681 135,266 

未払費用 736,374 647,120 

未払法人税等 28,955 51,238 

前受金 19,612 283 

預り金 19,546 19,853 

前受収益 1,146 1,020 

賞与引当金 229,245 216,128 

設備関係支払手形 104,317 6,250 

流動負債合計 5,235,967 5,475,208 

固定負債 

リース債務 － 56,732 

繰延税金負債 － 231,304 
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(単位：千円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

退職給付引当金 81,504 89,012 

役員退職慰労引当金 100,320 108,443 

長期預り保証金 738,698 783,491 

固定負債合計 920,522 1,268,984 

負債合計 6,156,490 6,744,192 

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,105,500 3,105,500 

資本剰余金 

資本準備金 2,890,655 2,890,655 

資本剰余金合計 2,890,655 2,890,655 

利益剰余金 

利益準備金 232,125 232,125 

その他利益剰余金 

固定資産圧縮積立金 334,533 319,197 

別途積立金 11,313,005 10,313,005 

繰越利益剰余金 △218,455 △150,248 

利益剰余金合計 11,661,208 10,714,079 

自己株式 △1,393,033 △1,393,166 

株主資本合計 16,264,330 15,317,068 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 116,309 △95,669 

評価・換算差額等合計 116,309 △95,669 

純資産合計 16,380,640 15,221,398 

負債純資産合計 22,537,130 21,965,591 
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(2)【損益計算書】 

(単位：千円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

売上高 

製品売上高 14,789,650 14,526,612 

商品売上高 7,830,432 7,952,583 

売上高合計 22,620,083 22,479,196 

売上原価 

製品売上原価 

製品期首たな卸高 1,854,788 2,176,712 

当期製品製造原価 9,647,831 9,530,028 

合計 11,502,619 11,706,740 

製品期末たな卸高 2,176,712 2,394,311 

製品他勘定振替高 ※2 15,507 ※2 26,618 

製品売上原価 9,310,399 9,285,810 

商品売上原価 

商品期首たな卸高 861,805 1,037,234 

当期商品仕入高 5,270,664 5,506,920 

合計 6,132,469 6,544,155 

商品期末たな卸高 1,037,234 1,341,510 

商品他勘定振替高 ※2 13,094 ※2 16,686 

商品売上原価 5,082,140 5,185,958 

売上原価合計 14,392,540 14,471,768 

売上総利益 8,227,542 8,007,427 

販売費及び一般管理費 ※1 8,158,626 ※1 8,232,331 

営業利益又は営業損失（△） 68,916 △224,903 

営業外収益 

受取利息 977 817 

有価証券利息 46 2,050 

受取配当金 ※3 45,344 ※3 69,453 

受取割引料 5,256 4,095 

受取賃貸料 ※3 13,920 ※3 19,226 

雑収入 17,014 21,452 

営業外収益合計 82,558 117,094 

営業外費用 

支払利息 6,841 6,525 

投資事業組合運用損 1,906 4,979 

デリバティブ評価損 10,010 15,484 

雑損失 8,403 8,091 

営業外費用合計 27,161 35,080 

経常利益又は経常損失（△） 124,313 △142,889 
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(単位：千円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

特別利益 

投資有価証券売却益 10,214 1,664 

貸倒引当金戻入額 2,340 24 

退職給付制度一部終了益 406,236 － 

特別利益合計 418,791 1,688 

特別損失 

固定資産売却損 ※4 7,489 － 

固定資産除却損 ※5 80,733 ※5 9,319 

投資有価証券評価損 46,298 104 

関係会社株式評価損 200,001 － 

リース解約損 17,303 － 

減損損失 － ※6 4,743 

過年度退職給付費用 ※7 20,337 － 

過年度役員退職慰労引当金繰入額 87,367 － 

特別損失合計 459,531 14,166 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 83,573 △155,367 

法人税、住民税及び事業税 41,747 42,263 

法人税等調整額 175,723 448,262 

法人税等合計 217,471 490,525 

当期純損失（△） △133,897 △645,893 
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(3)【株主資本等変動計算書】 

(単位：千円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本 

資本金 

前期末残高 3,105,500 3,105,500 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 3,105,500 3,105,500 

資本剰余金 

資本準備金 

前期末残高 2,890,655 2,890,655 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 2,890,655 2,890,655 

資本剰余金合計 

前期末残高 2,890,655 2,890,655 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 2,890,655 2,890,655 

利益剰余金 

利益準備金 

前期末残高 232,125 232,125 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 232,125 232,125 

その他利益剰余金 

固定資産圧縮積立金 

前期末残高 350,401 334,533 

当期変動額 

固定資産圧縮積立金の取崩 △15,867 △15,336 

当期変動額合計 △15,867 △15,336 

当期末残高 334,533 319,197 

別途積立金 

前期末残高 11,313,005 11,313,005 

当期変動額 

別途積立金の取崩 － △1,000,000 

当期変動額合計 － △1,000,000 

当期末残高 11,313,005 10,313,005 

繰越利益剰余金 

前期末残高 268,847 △218,455 

当期変動額 

剰余金の配当 △369,273 △301,235 
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(単位：千円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

固定資産圧縮積立金の取崩 15,867 15,336 

別途積立金の取崩 － 1,000,000 

当期純損失（△） △133,897 △645,893 

当期変動額合計 △487,303 68,206 

当期末残高 △218,455 △150,248 

利益剰余金合計 

前期末残高 12,164,379 11,661,208 

当期変動額 

剰余金の配当 △369,273 △301,235 

固定資産圧縮積立金の取崩 － － 

別途積立金の取崩 － － 

当期純損失（△） △133,897 △645,893 

当期変動額合計 △503,170 △947,129 

当期末残高 11,661,208 10,714,079 

自己株式 

前期末残高 △775,347 △1,393,033 

当期変動額 

自己株式の取得 △617,685 △132 

当期変動額合計 △617,685 △132 

当期末残高 △1,393,033 △1,393,166 

株主資本合計 

前期末残高 17,385,187 16,264,330 

当期変動額 

剰余金の配当 △369,273 △301,235 

当期純損失（△） △133,897 △645,893 

自己株式の取得 △617,685 △132 

当期変動額合計 △1,120,856 △947,262 

当期末残高 16,264,330 15,317,068 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 347,445 116,309 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △231,136 △211,979 

当期変動額合計 △231,136 △211,979 

当期末残高 116,309 △95,669 

評価・換算差額等合計 

前期末残高 347,445 116,309 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △231,136 △211,979 

当期変動額合計 △231,136 △211,979 
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(単位：千円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当期末残高 116,309 △95,669 

純資産合計 

前期末残高 17,732,633 16,380,640 

当期変動額 

剰余金の配当 △369,273 △301,235 

当期純損失（△） △133,897 △645,893 

自己株式の取得 △617,685 △132 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △231,136 △211,979 

当期変動額合計 △1,351,993 △1,159,241 

当期末残高 16,380,640 15,221,398 
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該当事項はありません。 

  

  

 

(4)【継続企業の前提に関する注記】

(5)【重要な会計方針】

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 １ 有価証券の評価基準及び評価方法

 (1) 子会社株式

    移動平均法による原価法

 (1) 子会社株式

同左

 (2) その他有価証券

   時価のあるもの

    決算日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は、全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定)

 (2) その他有価証券 

   時価のあるもの

同左

   時価のないもの 

    移動平均法による原価法

   時価のないもの

同左

２ デリバティブ等の評価基準及び評価方法

  デリバティブ

   時価法

２ デリバティブ等の評価基準及び評価方法

  デリバティブ

同左

３ たな卸資産の評価基準及び評価方法 ３ たな卸資産の評価基準及び評価方法

  評価基準は原価法(貸借対照表価額は収益性の低下

による簿価切下げの方法)によっております。

 (1) 製品 

    先入先出法による原価法 

 (2) 商品 

    先入先出法による原価法 

 (3) 原材料 

    先入先出法による原価法 

 (4) 仕掛品 

    先入先出法による原価法 

 (5) 貯蔵品 

    先入先出法による原価法

 (1) 製品

先入先出法

 (2) 商品

先入先出法

 (3) 原材料

先入先出法

 (4) 仕掛品

先入先出法

 (5) 貯蔵品

先入先出法

  (会計方針の変更)

当事業年度より、「棚卸資産の評価に関する会計

基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日

公表分)を適用しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、売

上総利益が6,452千円減少し、営業損失、経常損

失及び税引前当期純損失は、6,452千円それぞれ

増加しております。

４ 固定資産の減価償却の方法 ４ 固定資産の減価償却の方法

 

 (1) 有形固定資産

   建物(建物附属設備を除く)は定額法、建物以外に

ついては定率法を採用しております。ただし，山

形工場及び山形物流センターについては定額法を

採用しております。

   なお、主な資産の耐用年数は次のとおりでありま

す。

建物 ７年～50年

(建物附属設備を除く)

機械装置 ２年～17年

工具器具備品 ２年～30年
 

 (1) 有形固定資産(リース資産を除く)

   建物(建物附属設備を除く)は定額法、建物以外

については定率法を採用しております。ただ

し，山形工場及び山形物流センターについては

定額法を採用しております。

   なお、主な資産の耐用年数は次のとおりであり

ます。

建物 ７年～50年

(建物附属設備を除く)

機械装置 ２年～７年

工具器具備品 ２年～30年
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前事業年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

  (会計方針の変更)

法人税法の改正((所得税法等の一部を改正する法

律 平成19年３月30日 法律第６号)及び(法人税

施行令の一部を改正する政令 平成19年３月30日 

政令第83号))に伴い、平成19年４月１日以降に取

得したものについては、改正後の法人税法に基づ

く方法に変更しております。 

当該変更に伴い、売上総利益が7,525千円、営業

利益、経常利益及び税引前当期純利益が12,343千

円それぞれ減少しております。

  (追加情報)

当事業年度から、平成19年３月31日以前に取得し

たものについては、償却可能限度額まで償却が終

了した翌事業年度から５年間で均等償却する方法

によっております。 

当該変更に伴い、売上総利益が23,314千円、営業

利益が31,532千円、経常利益及び税引前当期純利

益が31,695千円それぞれ減少しております。 

   また、平成19年３月31日以前に取得したものに

ついては、償却可能限度額まで償却が終了した

翌事業年度から５年間で均等償却する方法によ

っております。

  (追加情報)

当事業年度から、機械及び装置の耐用年数につい

ては法人税法の改正を契機として見直しを行い、

一部の資産について耐用年数を短縮して減価償却

費を算定する方法に変更しております。 

この変更に伴い、売上総利益が15,260千円減少

し、営業損失、経常損失及び税引前当期純損失

は、18,683千円それぞれ増加しております。

 (2) 無形固定資産

   定額法を採用しております。

ただし、ソフトウェア(自社利用分)については、

社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法

を採用しております。

 (2) 無形固定資産

同左

 (3)       ――――――  (3) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリ

ース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として

算定する方法によっております。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始

前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっております。

 (4) 長期前払費用 

   均等償却をしております。

 (4) 長期前払費用

同左

５ 引当金の計上基準 ５ 引当金の計上基準

 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒れに備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見

込額を計上しております。

 (1) 貸倒引当金

同左

 (2) 賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額の

当事業年度負担額を計上しております。

 (2) 賞与引当金

同左

 (3) 役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、

支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上

しております。 

なお、当事業年度については、支給見込額があり

ませんので計上しておりません。

 (3) 役員賞与引当金

同左
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前事業年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 (4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末に

おける退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き計上しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

(12年)による定額法により按分した額をそれぞれ

の発生の翌事業年度から費用処理することとして

おります。

 (4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末に

おける退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き計上しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

(12年)による定額法により按分した額をそれぞれ

の発生の翌事業年度から費用処理することとして

おります。

  (追加情報)

平成19年４月１日より従来の退職給付制度を改定

し新たに退職一時金制度及び確定給付企業年金と

確定拠出年金を組み合わせた退職給付制度に移行

し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処

理」(企業会計基準適用指針第１号)を適用してお

ります。本移行に伴う影響額は、特別利益として

406,236千円計上しております。

 (5) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えて、役員退職慰労

金規程に基づく期末要支給額を計上しておりま

す。

  (会計方針の変更)

役員退職慰労金は、従来、支出時の費用として処

理しておりましたが、当事業年度から内規に基づ

く要支給額を役員退職慰労引当金として計上する

方法に変更いたしました。 

この変更は、「租税特別措置法上の準備金及び特

別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引

当金等に関する監査上の取扱い」(日本公認会計

士協会 監査・保証実務委員会報告第42号 平成

19年４月13日)が公表されたことを踏まえ、役員

退職慰労金の将来の支出時における一時的な費用

負担を回避し、役員の在任期間にわたり合理的に

費用を期間配分することにより、期間損益計算の

適正化及び財務内容の健全化を図るために行った

ものであります。

この変更により、当事業年度発生額12,952千円は

販売費及び一般管理費へ、過年度分相当額87,367

千円は特別損失に計上しております。 

この結果、従来の方法と比べ営業利益及び経常利

益は12,952千円、税引前当期純利益は100,320千

円それぞれ減少しております。

 (5) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えて、役員退職慰労

金規程に基づく期末要支給額を計上しておりま

す。

６ リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認められ

るもの以外のファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっております。

６        ――――――

７ その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

  消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式に

よっております。

７ その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

  消費税等の会計処理

同左
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(6)【重要な会計方針の変更】

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

―――――― (リース取引に関する会計基準等)
 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、
従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって
おりましたが、当事業年度より、「リース取引に関する
会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企
業審議会第一部会)、平成19年３月30日改正)及び「リー
ス取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適
用指針第16号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会 
会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))を適用し、
通常の売買取引に係る会計処理によっております。 
 なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の
所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引
き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に
よっております。 
 この結果、リース資産が有形固定資産に70,861千円計
上されております。なお、この変更による損益に与える
影響はありません。

(7)【個別財務諸表に関する注記事項】

(貸借対照表関係)

前事業年度 
(平成20年３月31日)

当事業年度 
(平成21年３月31日)

 

※１ 関係会社に係る注記

各科目に含まれている関係会社に対する主な資

産、負債は次のとおりであります。

売掛金 445,833千円

買掛金 43,544千円
 

※１ 関係会社に係る注記

各科目に含まれている関係会社に対する主な資

産、負債は次のとおりであります。

売掛金 434,317千円

買掛金 64,345千円

 

 ２ 保証債務

次のとおり従業員の銀行借入に対し保証を行って

おります。

従業員 29,194千円
 

 ２ 保証債務

次のとおり従業員の銀行借入に対し保証を行って

おります。

従業員 23,232千円
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(損益計算書関係)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 

※１ 販売費及び一般管理費

   販売費に属する費用のおおよその割合は71％であ

り、一般管理費に属する費用のおおよその割合は

29％であります。

   主要な費目及び金額は次のとおりであります。

荷造運送費 1,358,834千円

広告宣伝費 695,396千円

給料及び諸手当 2,609,261千円

業務委託費 353,827千円

賞与 374,801千円

賞与引当金繰入額 214,277千円

退職給付費用 151,003千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,952千円

法定福利費 459,358千円

減価償却費 287,388千円

支払賃借料 244,009千円

   販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費は

591,718千円であります。 

なお、当期製造費用に含まれる研究開発費はあり

ません。

 

※１ 販売費及び一般管理費

   販売費に属する費用のおおよその割合は70％であ

り、一般管理費に属する費用のおおよその割合は 

30％であります。

   主要な費目及び金額は次のとおりであります。

荷造運送費 1,339,865千円

広告宣伝費 812,991千円

給料及び諸手当 2,615,373千円

業務委託費 369,957千円

賞与 376,378千円

賞与引当金繰入額 201,969千円

退職給付費用 211,498千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,843千円

法定福利費 468,125千円

減価償却費 305,907千円

支払賃借料 240,340千円

   販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費は   

593,944千円であります。 

なお、当期製造費用に含まれる研究開発費はあり

ません。

 

※２ 他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

販売費及び一般管理費 23,372千円

営業外費用 1,851千円

製造費用 3,378千円

計 28,602千円

 

※２ 他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

建物 1,447千円

販売費及び一般管理費 34,085千円

営業外費用 3,808千円

製造費用 3,963千円

計 43,305千円

 

※３ 関係会社に係る営業外収益の主なものは次のとお

りであります。

受取配当金 23,000千円

受取賃貸料 9,360千円
 

※３ 関係会社に係る営業外収益の主なものは次のとお

りであります。

受取配当金 43,000千円

受取賃貸料 9,360千円

※４ 固定資産売却損の内訳は、電話加入権でありま

す。

※４      ――――――

 

※５ 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

建物 1,584千円

工具器具備品 7,828千円

ソフトウェア 71,321千円

計 80,733千円
 

※５ 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

建物 59千円

機械装置 1,611千円

工具器具備品 7,648千円

計 9,319千円
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(変動事由の概要)  

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の買取りによる増加 323株 

 会社法第165条第２項の規定による定款の定めに基づく自己株式の取得 689,000株 

  

  

   

(変動事由の概要)  

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の買取りによる増加 186株 

  

リース取引関係、税効果会計関係に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性

が大きくないと考えられるため開示を省略します。 

  

前事業年度(自平成19年４月１日 至平成20年３月31日)及び当事業年度(自平成20年４月１日

至平成21年３月31日)における子会社株式で時価のあるものはありません。 

  

 
前事業年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 

※６ 当社は、以下の資産について減損損失を計上いた

しました。

用途 種類 場所

遊休資産 電話加入権
本社 
各事業所

   当社は、営業所及び工場の区分を基準として資産

のグルーピングを行っておりますが、遊休資産に

ついては独立したキャッシュ・フローを生み出す

単位としてそれぞれグルーピングしております。 

上記電話加入権は、今後も使用の目途が立たない

ことから、当事業年度において回収可能価額まで

減額し、当該減少額を減損損失4,743千円として

計上しております。 

なお、回収可能価額は市場価格等に基づく正味売

却価額によっております。

※７ 過年度退職給付費用は、臨時従業員に対する退職

餞別金について重要性が増してきたため、当事業

年度より退職給付引当金の対象としたことに伴う

ものであります。

※７     ―――――― 

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 896,910 689,323 ― 1,586,233

当事業年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 1,586,233 186 ― 1,586,419

(開示の省略)

(有価証券関係)
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(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

 
  

２ １株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎 

 
  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 2,718.88円 １株当たり純資産額 2,526.55円

１株当たり当期純損失 20.49円 １株当たり当期純損失 107.21円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、１株当たり当期純損失を計上しているため記載

しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、１株当たり当期純損失を計上しているため記載

しておりません。

項目
前事業年度

(平成20年３月31日)
当事業年度 

(平成21年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額 16,380,640千円 15,221,398千円

普通株式に係る純資産額 16,380,640千円 15,221,398千円

普通株式の発行済株式数 7,611,000株 7,611,000株

普通株式の自己株式数 1,586,233株 1,586,419株

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数 6,024,767株 6,024,581株

項目
前事業年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

損益計算書上の当期純損失 133,897千円 645,893千円

普通株式に係る当期純損失 133,897千円 645,893千円

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式の期中平均株式数 6,535,123株 6,024,674株

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用いら
れた普通株式の増加数の内訳

 新株予約権 ― ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

新株予約権 
株主総会の特別決議日 
平成16年６月29日 
(新株予約権600個)

新株予約権 
株主総会の特別決議日 
平成16年６月29日 
(新株予約権600個)

(重要な後発事象)

前事業年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

当事業年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)
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該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

  

6. その他

(1) 役員の異動

(2) その他
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